
平
成
二
十
四
年
二
月
十
三
日
提
出

質

問

第

六

五

号

野
田
改
造
内
閣
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者

木

村

太

郎

65



野
田
改
造
内
閣
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

去
る
一
月
二
十
四
日
、
「
野
田
改
造
内
閣
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
（
質
問
第
二
号
）
を
提
出
し
、
こ
れ
に
対
し
去
る
二
月

三
日
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
八
〇
第
二
号
）
が
送
付
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
中
で
、
私
の
質
問
主
意
書
で
内
閣
に
見
解
を
質
し
た
一
つ
に
「
今
回
発
足
し
た
野
田
改
造
内
閣
に
つ
い
て
、
野
田
総
理

は
『
最
善
か
つ
最
強
の
布
陣
』
と
自
讃
し
て
い
る
が
、
『
最
善
か
つ
最
強
』
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
な
の
か
。
ま
た
、
『
適
材

適
所
』
と
ど
の
よ
う
に
違
う
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。
」
と
の
問
い
に
対
し
、
答
弁
書
で
は
「
『
最
善
』
と
は
、
例
え

ば
、
『
最
も
よ
い
こ
と
。
ま
た
、
一
番
適
当
な
こ
と
。
（
出
典

広
辞
苑
）
』
と
さ
れ
て
お
り
、
『
適
材
適
所
』
と
は
、
例
え

ば
、
『
人
を
、
そ
の
才
能
に
適
し
た
地
位
・
任
務
に
つ
け
る
こ
と
。
（
出
典

広
辞
苑
）
』
と
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い

る
。
」
と
い
う
答
弁
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
辞
書
を
紐
解
く
答
え
だ
け
の
答
弁
で
は
、
あ
ま
り
に
も
誠
意
の
な
い
回
答
で
あ
り
、
相
手
を
愚
弄
し
た
姿
勢
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
本
来
質
問
主
意
書
は
、
全
国
民
の
代
表
で
あ
る
国
会
議
員
に
と
っ
て
有
意
義
な
国
会
活
動
の
一
つ
で
あ

る
に
も
拘
ら
ず
、
野
田
内
閣
の
答
弁
書
に
つ
い
て
の
姿
勢
は
、
国
民
を
愚
弄
す
る
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
誠
に
遺
憾
な

こ
と
で
あ
る
。

一



従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
再
質
問
す
る
。

一

質
問
主
意
書
に
対
す
る
野
田
内
閣
に
お
け
る
答
弁
の
姿
勢
を
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如

何
。

二

先
に
提
出
し
た
質
問
主
意
書
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
改
め
て
問
う
。
野
田
改
造
内
閣
に
つ
い
て
、
野
田
総
理
は
「
最
善
か
つ

最
強
の
布
陣
」
と
自
讃
し
た
が
、
野
田
改
造
内
閣
に
お
け
る
「
最
善
か
つ
最
強
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
ま
た
、
野

田
内
閣
が
発
足
し
た
時
は
、
「
適
材
適
所
」
と
自
讃
し
て
い
た
が
、
具
体
的
に
「
最
善
か
つ
最
強
」
と
「
適
材
適
所
」
と
は

ど
う
違
う
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
を
問
う
。

右
質
問
す
る
。

二


